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足もとのポートフォリオの状況について

※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

国・地域別配分比率（% ）

業種別配分比率（% ）

規模別配分比率（% ）

※2021年9月9日時点
※各比率は、組入株式評価額に対する割合です。
※国・地域は委託会社が定義する区分を使用しています。
※規模別配分比率は発行済株式の時価総額が100億米ドル以上を大
型株、20億米ドル以上100億米ドル未満を中型株、20億米ドル未
満を小型株と定義しています。

※業種は世界産業分類基準(GICS)に基づいています。
世界産業分類基準(GICS)は、MSCI Inc.(MSCI)およびStandard
& Poor’s Financial Services LLC(S&P)により開発された、MSCI
およびS&Pの独占的権利およびサービスマークであり、アセット
マネジメントOne株式会社に対し、その使用が許諾されたもので
す。MSCI、S&P、およびGICSまたはGICSによる分類の作成また
は編纂に関与した第三者のいずれも、かかる基準および分類（並
びにこれらの使用から得られる結果）に関し、明示黙示を問わず、
一切の表明保証をなさず、これらの当事者は、かかる基準および
分類に関し、その新規性、正確性、完全性、商品性および特定目
的への適合性についての一切の保証を、ここに明示的に排除しま
す。上記のいずれをも制限することなく、MSCI、S&P、それらの
関係会社、およびGICSまたはGICSによる分類の作成または編纂
に関与した第三者は、いかなる場合においても、直接、間接、特
別、懲罰的、派生的損害その他一切の損害（逸失利益を含みま
す。）につき、かかる損害の可能性を通知されていた場合であっ
ても、一切の責任を負うものではありません。

※比率の合計は四捨五入の関係で100％とならない場合があります。

「AI（人工知能）活用型世界株ファンド（愛称：ディープAI）」（以下、当ファンド）は、四半期毎にポート
フォリオの全体的な見直しを行い、2021年9月8日にリバランスが完了しました。
足もとの海外株式市場は、先進国を中心に新型コロナウイルスのワクチン接種が進んだ一方で、新型コロナウイ
ルスの変異株の感染が拡大したことや景気回復ペースの鈍化が懸念されたことなどから、一進一退の展開となり
ました。当資料では、2021年9月9日時点の当ファンドのマザーファンドの状況についてお伝えいたします。
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※上記は組入銘柄の紹介を目的としており、記載銘柄の推奨を行うものではありません。また、今後も上記銘柄の保有を継続するとは限りません。
※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

（組入銘柄数：157）※2021年9月9日時点
※国・地域は委託会社が定義する区分、業種は世界産業分類基準(GICS)に基づいています。
※比率は、組入株式評価額に対する割合です。

※期間：2017年9月28日（設定日前営業日）～2021年9月9日（日次）
※基準価額は１万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費用・税金などは考慮していません。
※2021年9月9日時点で分配金実績はありません。

組入上位10 銘柄

当ファンドの運用実績

No. 銘柄 国・地域 業種 比率 銘柄概要

1 アップル 米国 情報技術 4.8%
パソコンおよび関連機器、移動通信機器、各種関連ソフトウェア、サービ
ス、周辺機器、ネットワーキング・ソリューションのデザイン、製造、販
売などを手掛ける。

2 マイクロソフト 米国 情報技術 4.2%
ソフトウェア製品の開発、製造、ライセンス供与、販売、サポートなどを
行う大手企業。オペレーティングシステムやサーバー・アプリケーション、
法人・個人向けアプリケーションのソフトウェアなどを手掛ける。

3 アマゾン・ドット・コム 米国 一般消費財・サービス 2.8%
オンライン小売会社。書籍、音楽、コンピュータ、電子機器など多岐にわ
たる製品を販売。ウェブ上でのクレジットカード決済および顧客への直接
配送を手掛ける。

4 アルファベット 米国
コミュニケーション・

サービス
2.5%

グーグルおよびグループ企業の持株会社。ウェブベースの検索、広告、地
図、ソフトウェア、消費者コンテンツ、業務用ソリューション、eコマース、
ハードウエア製品などを提供する。

5 ＡＳＭＬホールディング オランダ 情報技術 1.6%
オランダの半導体関連企業。半導体製造装置の製造・販売を行っており、
特に露光装置で世界シェアNo1。

6 ホーム・デポ 米国 一般消費財・サービス 1.6%
ホームセンター運営会社。建築資材および住宅増改築製品を販売する。建
築資材、増改築製品、芝生・園芸用品などを幅広く手掛ける。米国、カナ
ダ、中国、メキシコなどで事業を展開。

7 アドビ 米国 情報技術 1.6%
ソフトウェアメーカー。アプリケーションソフトウェア製品および技術の
開発、販売、サポートに従事する。

8 ビザ 米国 情報技術 1.5%
クレジットカードやデビッドカードの決算処理を手掛ける資金決済処理
サービスの大手企業。世界的なキャッシュレス化が追い風。

9 アクセンチュア
アイル
ランド

情報技術 1.4%
コンサルティングサービス会社。経営・技術に関するコンサルティング
サービスおよびソリューションを提供。

10 コカ・コーラ 米国 生活必需品 1.3%
清涼飲料メーカー。ソフトドリンク濃縮液およびシロップの製造、販売、
流通に従事する。米国内外の小売業者および卸売業者に製品を提供。
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※上記は組入銘柄の紹介を目的としており、記載銘柄の推奨を行うものではありません。また、今後も上記銘柄の保有を継続するとは限りませ
ん。
※上記は過去の運用実績または作成時点の見解であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。また、見通しと運用方針は、
将来の市場環境の変動等により予告なく変更される場合があります。

当ファンドは、AIの最新技術であるディープラーニングを活用した運用モデルによるスコアリングを

もとに最適化したプレポートフォリオに、テキスト解析やアナリストによる銘柄情報を融合させ、

ファンドマネジャーの判断により最終的なポートフォリオを構築します。

AI によるスコアリングでは、情報技術、金融および資本財・サービスなどの銘柄を選好

国別では米国、台湾およびロシアの銘柄が、業種別では情報技術、金融および資本財・サービスが上位と
なっています。中国は順位を落とし、投資ウェイトでは上位10ヵ国から外れました。スタイルは、高モメ
ンタムや高クオリティを選好しています。

世界経済の正常化期待を受け、景気感応度の高い銘柄を選択

海外株式市場は、先進国を中心に新型コロナウイルスのワクチン接種が進んだ一方で、新型コロナウイル
スの変異株の感染が拡大したことや景気回復ペースの鈍化が懸念されたことなどから、一進一退の展開と
なりました。先進国を中心に実体経済は着実に回復しており、4-6月期の決算においても企業業績の回復が
確認されました。しかし、昨年来続いてきた緩和的な金融政策は危機対応であったことから、経済再開が
進むにつれて緩和的な金融政策の変化が見込まれることや、新型コロナウイルスの変異株の感染が拡大し
ていることなどから、引き続き神経質な相場展開を想定しています。そのため、経済再開が先行し、その
恩恵を受けやすい銘柄の多い北米などを中心としたポートフォリオであること、成長率の鈍化や政府によ
る規制などの懸念材料が多い中国のウェイトを下げたことに加え、新しい生活様式への移行により恩恵を
受ける情報技術、経済再開の恩恵を受ける金融、資本財・サービスなどの銘柄を保有する方針です。値動
きの激しい市場環境下においても、当ファンドのパフォーマンスは比較的底固い動きとなっています。

新たにウォルマート（米国）、サービスナウ（米国）などを組入れ

個別銘柄では、新たにウォルマート（米国）、サービスナウ（米国）などをプレポートフォリオに組入れ
ました。一方、スコアリング低下のため、コストコ・ホールセール（米国）、セラニーズ（米国）などが
プレポートフォリオから外れました。
なお、今回のリバランスで、ファンドマネジャーが最終ポートフォリオに新たに追加・削除した銘柄はあ
りません。

※上記はマザーファンドの運用イメージです。作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。

ファンドマネジャーからのメッセージ

運用のイメージ
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